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Copyright In Nagasaki Kenminnomori Astrnomical Observatory
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ほしぞらカレンダー　
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＝＝　今月の見どころ　＝＝
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2008年 ４月15日 19:30頃


（４月 １日　18:30頃）


（４月30日　20:30頃）





南の方向を向いて眺めた星空と見比べてください。





Copyright In Nagasaki Kenminnomori Astronomical Observatory


長崎県民の森「森の天文台」は、毎週土曜日18:30 ～ 21:00 に開館しています。 ( 夏季休暇中は、金･土開館 ) 





【 かに星雲 Ｍ１ 】 crab nebula （ＮＧＣ1952) 光度8.4等　距離6500光年 





藤原定家の『明月記』によると、西暦1054年におうし座に超新星が出現したと� HYPERLINK "file:///C:\\Program%20Files\\AstroArts\\VEGA\\DIC\\00S\\SUPER05.HTM" �の記録が残っています。この星雲はその残骸�で、寿命が尽きた恒星のかけらが、現在でも猛烈なスピードで拡散している姿です。


位置を知らないと見落としてしまうほど淡い星雲ですが。小口径望遠鏡では佐渡ケ島のような形に見えます。県民の森天文台の口径20cm鏡では、星雲の中に微妙なフィラメント構造の濃淡が見えて、確かにカニの足を連想させます。





�





�





【 プレセペ星団 Ｍ４４ 】 Praesepe/beehive nebula  (ＮＧＣ2632) 光度3.7 等　距離600光年。


かに座の甲羅の四星の中心にある、肉眼で簡単に見つけられる散開星団です。かに座の星々を二頭のロバに見立て、その真ん中にある光芒をかいば桶（馬の餌桶：プレセペ）と呼んだのです。イギリスではビーハイプ（蜂の巣星団）と言い、中国では死んだ人の魂が昇天する場所（積戸気）と見ていました。


望遠鏡では星が広がりすぎて、面白くありません。７倍くらいの双眼鏡の方が、ほぼすべての星が見え、美しい姿を楽しめます。





【 プレセペ星団 Ｍ４４ 】 Praesepe/beehive nebula  (ＮＧＣ2632) 光度3.7 等　距離600光年。


かに座の甲羅の四星の中心にある、肉眼で簡単に見つけられる散開星団です。かに座の星々を二頭のロバに見立て、その真ん中にある光芒をかいば桶（馬の餌桶：プレセペ）と呼んだのです。イギリスではビーハイプ（蜂の巣星団）と言い、中国では死んだ人の魂が昇天する場所（積戸気）と見ていました。


望遠鏡では星が広がりすぎて、面白くありません。７倍くらいの双眼鏡の方が、ほぼすべての星が見え、美しい姿を楽しめます。





【子持ち銀河 Ｍ51】(ＮＧＣ5194＋ＮＧＣ5195) 光度8.1等　距離3700万光年。


� HYPERLINK "file:///C:\\Program%20Files\\AstroArts\\VEGA\\DIC\\00B\\BIGDI01.HTM" �北斗七星�の柄の近くにある美しい銀河です。大小ふたつの銀河が衝突をして、互いに吸い寄せられている姿です。


Ｍ51のきれいな渦巻きの１本の腕の先に、ＮＧＣ5195がつながっており、さらによく見るとＮＧＣ5195にも濃淡があることさえわかります。


比較的低倍率でも、写真で見る子持ち星雲のイメージ通りの姿を見ることが出来て嬉しくなります。
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土星　どせい　Saturn


こどもたちの星空観望会で人気No１は、何と言ってもやはり太陽系第６惑星の土星です。美しい環を従えて空間にぽっかりと浮かぶ姿は、神秘そのものです。


また生命存在の可能性が指摘される、最大の衛星タイタンも土星の近くに見えます。


環は小さな氷のかけらからできていると推定されていて、目を凝らすと、Ａ環とＢ環のあいだに「カッシーニの空隙」と呼ばれる隙間がくっきりと見えます。


地球から見ると約15年ごとに環を真横から見ることになり。このとき環の消失という現象が起こります。





【子持ち銀河 Ｍ51】(ＮＧＣ5194＋ＮＧＣ5195) 光度8.1等　距離3700万光年。





� HYPERLINK "file:///C:\\Program%20Files\\AstroArts\\VEGA\\DIC\\00B\\BIGDI01.HTM" �北斗七星�の柄の近くにある美しい銀河です。大小ふたつの銀河が衝突をして、互いに吸い寄せられている姿です。


Ｍ51のきれいな渦巻きの１本の腕の先に、ＮＧＣ5195がつながっており、さらによく見るとＮＧＣ5195にも濃淡があることさえわかります。


比較的低倍率でも、写真で見る子持ち星雲のイメージ通りの姿を見ることが出来て嬉しくなります。








